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　平成 26 年４月１日付けで中部センター所長を拝命しました。４年ほど前に所長代理で一度中部
センターに在籍したことがあり、ある程度勝手は分かっているつもりですが、やはり立場の違いは
大きく、まだまだ修行中という日々です。
　さて、先日とある講演で、松下幸之助氏に「3% のコストダウンはできないが、30% のコストダ
ウンならできる。」という言があることを聞きました。その心は、3% のコストダウンを達成しよ
うとすると、どうしても乾いた雑巾を絞る作業になってしまい、通常はとても達成できない。これ
に対して 30% のコストダウンを実現しようとすれば、自ずと、発想を転換してシステムそのもの
を作り替えねばならず、結果的にはこちらの方が達成できる可能性がある、という逆説的な命題で
す。さて、これはなかなか含蓄のある言葉でいくつかの解釈が可能です。
　まず、3% のコストダウンとは、漸進的イノベーションと解釈することができます。既存のシス
テムの根幹には変更を加えず、各パーツを改良することで、何とか全体のパフォーマンスを改善し
ようとするもので、一定の成果は得られるものの、大幅な向上を望むのは容易ではありません。他
方 30% のコストダウンとは、破壊的イノベーションと解釈できます。目的とする機能を実現する
ために、既存のシステムに代わる、新たなシステムを作り出そうとするもので、所望の成果が得ら
れるとは限りませんが、実現した場合には飛躍的な向上を達成できます。
　二つ目の見方は、リスクテイキングの考え方の差とみることができます。3% のコストダウンを
目指すことは、リスクの高いオプションを取らないことであり、与えられた環境からあえて抜け出
そうとしない行動を続けることを意味します。これに対し、30% のコストダウンを目指すことは、
まさしく現状を打破して高い次元に登ろうとすることであり、当然大きなリスクをとることになり
ます。
　三つ目の見方は、そもそもの目的の違いという解釈です。ある装置なりシステムは、それ自体に
存在意義があるのではなく、それによってどんな機能を実現するか、何をもたらすのかによって価
値が評価されるものです。逆の見方をすれば、所望の機能を実現できるのであれば、本来その手段
はどんなものでも構わないはずです。3% のコストダウンにこだわることは、自分が今、手にして
いるシステムが何のために存在しているかということまでは考えず、とにかく目前の壁を破ろうと
することであり、いわば戦術的な対応です。30% のコストダウンを果たすには、当然、最終的に
求められているものが何であるかをきちんと考え直した上で、より合理的かつ経済的なシステムを
再構築しようとすることであり、戦略的な対応と考えることができます。
　もちろん 30% のコストダウンが常に正しい選択であるとは限らず、状況によってはこつこつと
3% を目指すべき時もあるでしょう。しかしながら、今、日本に活力を取り戻すために求められて
いるのは、やはり 3% を狙うことではなく、30% を狙って大幅な生産性の向上を目指すことであ
るように思います。産総研中部センターとしては、オープンイノベーションハブ機能を発揮し、地
域の皆様との有機的な連携により、大きな飛躍につながる技術開発を進めてまいりたいと思います。

「３％」と「３０％」
産業技術総合研究所中部センター

所長　立石　裕
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　第７回理事会、第４回評議員会を以下のとおり開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

「理事会」「評議員会」の開催

○第７回理事会
　日　時　平成２６年５月２７日（火）16：00 〜 17：10
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［ 議決事項 ］
　　　　　１．平成２５年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　３．第４回評議員会の開催について
　　　　［ 研究紹介 ］
　　　　　「ゼーベック係数の理論計算による新規熱電材料の発見」
　　　　　「中高温太陽熱利用システム評価法の開発」

○第４回評議員会
　日　時　平成２６年６月１１日（水）16：00 〜 17：10
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［ 議決事項 ］
　　　　　１．平成２５年度決算の承認について 
　　　　　２．評議員の交代について
　　　　　３．理事・監事の交代について
　　　　　４．顧問の委嘱について
　　　　　５．理事の報酬総額について
　　　　　６．理事の退任に伴う退職金の支給について
　　　　　７．定款の変更について
　　　　［ 報告事項 ］
　　　　　１．平成２５年度事業報告について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　３．平成２６年度事業計画及び予算について
　　　　［ 研究紹介 ］
　　　　　「ゼーベック係数の理論計算による新規熱電材料の発見」
　　　　　「中高温太陽熱利用システム評価法の開発」

材 料 プ ロ セ ス G

組 織 制 御 G

機 能 性 材 料 G

エ ネ ル ギ ー 材 料 G

界 面 電 気 化 学 G

高 信 頼 性 材 料 G

材 料 評 価 ・ 試 作 G

電 子 線 ホ ロ グ ラ フ ィ ー G

微 構 造・ 界 面 解 析 G

ナ ノ 空 間 材 料 解 析 G

環 境 顕 微 鏡 G

計 算 材 料 G

材 料 技 術 研 究 所 ナ ノ 構 造 研 究 所 研 究 企 画 部 事 務 局

役 員

平成 26 年 4 月 1 日　材料技術研究所とナノ構造研究所のグループの再編を行い、新たな体制で事業に取り組んで
います。

組織の改定

事業報告
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　７月４日（金）東京大学　武田ホール（武田先端知ビル）、７月１１日（金）愛知県産業労働センター（ウインク
あいち）、７月２５日（金）大阪大学中之島センターにて２０１４年度ＪＦＣＣ研究成果発表会を開催しました。
　特別講演１件と研究成果ショートプレゼンテーション１６件、ポスターセッション３７件の発表を行いました。
　来場者は名古屋会場 281 名、東京会場 201 名、大阪会場 100 名と、多数のご来場をいただきました。
　当日いただきましたアンケートを解析して、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終了する
ことができました。来年も皆様方のご意見を反映した発表会を企画致します。

＜特別講演＞
・東京会場
　　「日本の先進複合材料研究の最先端の展望 : 世界に勝つために」

名古屋大学　教授 石川 隆司　氏
・名古屋会場
　　「ガラスセラミック電解質を用いた全固体二次電池の開発」

大阪府立大学　教授　辰巳砂 昌弘　氏
・大阪会場
　　「CVD によるファインセラミックスの開発」　

東北大学　教授　後藤 孝　氏

第２６回  ２０１４年度研究成果発表会の開催

　世界からトップレベルの科学者、技術者を招き、ナノ構造解析、最先端の材料設計に用いられる電子顕微鏡・理
論計算についてその最新技術と成果を深く議論する『第４回最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム

（ＡＭＴＣ４）』を５月８日〜１０日、アクトシティー浜松コングレスセンター（浜松）にて開催いたしました。
　このシンポジウムでは２２件の招待講演（海外１３件、国内９件）と１１２件のポスター発表が行なわれ、招待
講演者を世界５カ国から招聘し、基調講演をはじめ、粒界・界面、電子線ホログラフィー、環境ＴＥＭと動的計測、
モデリング及びシミュレーション、先端的顕微鏡法とスペクトロスコピー、材料科学のフロンティアの６セッショ
ンで講演を行い、企業、研究機関、大学、官公庁から８ヶ国、１９３名の参加者がありました。

◇主な招待講演者
　・C.B.Carter 博士	 　（コネチカット大学教授／米国、国際顕微鏡学会会長）
　・S.J.Pennycook 博士	　（テネシー大学教授／米国）
　・飯島 澄男 博士	 　（名城大学教授）
　・長我部 信行 博士	 　（日立製作所／中央研究所長）
　　なお、この国際シンポジウムは愛知万博理念継承事業として、２年に１度の開催を予定しており、次回第５回
シンポジウム（ＡＭＴＣ５）は、平成２８年に名古屋で開催を予定しております。

『 The 4th International Symposium on Advanced Microscopy and 
Theoretical Calculations（AMTC 4） 』開催結果の報告催

石川教授のご講演 ポスター発表の様子

事業報告
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特許紹介

２０１３年度特許登録実績　（2013 / 4/1 〜 2014 / 3/31）

単願特許（国内）：５件　　【累積登録数：３３件】　* 単願特許は実施希望に応じます

共願特許（国内）：１９件　【累積登録数：８０件】

1 アスベスト含有材料の処理方法 中部電力（株） 2007/11/2 2007-286356 2013/4/5 5234903

2 表面温度分布検知装置とこれを利用した配管
の減肉検知方法 中部電力（株） 2009/3/31 2009-085950 2013/4/5 5238578

3 固体酸化物形燃料電池 関西電力（株） 2007/12/19 2007-326972 2013/4/12 5243782

4 球状アルミナ粒子の製造方法 関西電力（株） 2007/7/23 2007-190453 2013/4/19 5248054

5 陽極酸化アルミナ自立膜およびその製造方法 住友電気工業（株） 2007/11/13 2007-294688 2013/6/28 5301810

6 硬質粉末、硬質粉末の製造方法および焼結硬
質合金 （株）タンガロイ 2009/7/15 2010-520875 2013/6/28 5302965

7

緊張化した空中配線の形成方法、荷電粒子線
プリズムとその製造方法、荷電粒子線の干渉
稿を用いた観察方法、電子顕微鏡および電子
顕微鏡における干渉稿の形成方法

2009/3/25 2009-073986 2013/8/9 5335508

8 電気化学キャパシタ及びその製造方法 中部電力（株） 2008/6/30 2008-171463 2013/8/30 5348952

9 電気化学キャパシタ 中部電力（株） 2009/6/15 2009-142758 2013/9/6 5356926

10 噴霧熱分解装置の反応室及び噴霧熱分解装置 関西電力（株） 2008/7/9 2008-179404 2013/9/20 5368740

11 熱サイクル耐久性に優れるガスシール部位を
有するガスシール構造体及びその製造方法 2008/9/16 2008-236935 2013/10/18 5390148

12
積層型固体酸化物形燃料電池用スタック構造
体、積層型固体酸化物形燃料電池及びその製
造方法

2011/12/15 2011-279668 2013/10/18 5390587FCO Power（株）

13 チタン酸アルミニウム焼結体及びアルミニウ
ム合金鋳物用耐火物

国立大学法人
岐阜大学 2009/3/12 2009-060297 2013/11/1 5397888

14 SiCGe 結晶薄膜の製造方法 トヨタ自動車（株） 2007/4/5 2007-099218 2013/11/1 5400276

15 バリア性能評価方法及びバリア性能評価装置 2008/6/24 2008-165024 2013/11/15 5411460

16 耐水蒸気性多孔質膜、耐水蒸気性多孔質複合
体及びこれらの製造方法 2008/6/30 2008-171476 2013/12/13 5430089

17 金属酸化膜、酸素センサ、酸素透過膜、及び
固体酸化物燃料電池 2010/6/30 2010-150147 2013/12/20 5438607

18 超電導成膜用基板、超電導線材料及びそれら
の製造方法 2008/11/21 2008-297703 2014/1/10 5448425

ISTEC
古河電気工業（株）

中部電力（株）

19 発光体、発光体の製造方法、照明装置および
化粧品用紫外線遮蔽材 太陽化学（株） 2009/7/24 2009-172637 2014/3/14 5498077

20 炭素繊維の回収方法 （株）大同
中部電力（株） 2009/12/9 2009-279872 2014/3/14 5498144

21 成形材料及びその製造方法並びにこれを備え
る高温過熱蒸気生成システム 2009/9/1 2009-202033 2014/3/20 5500671

（株）大同
（株）TYK

中部電力（株）

22 ゼオライト及びその製造方法 日本原子力
研究開発機構 2009/9/15 2009-213741 2014/3/28 5505609

23 固体酸化物形燃料電池及びその製造方法 関西電力（株） 2011/1/17 2011-007301 2014/3/28 5506053

24 固体酸化物形燃料電池の製造方法 関西電力（株） 2008/12/16 2008-319067 2014/3/28 5506186

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　齊藤　勤　TEL:052-871-3500（代）　　FAX:052-871-3599　　E-mail:t_saito@jfcc.or.jp
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就任挨拶

　本年 6 月に専務理事に就任いたしました。
　名古屋で生まれ育った者として、当地名古屋に立地し、中部経済界と密接な関係を持つＪＦＣＣに奉職させてい
ただくことに深い縁を感じつつも、我が国の素材産業全般を巡る状況、あるいは世界の研究開発の動向を常に意識し、
広い視野を持って業務を遂行していきたいと思っております。微力ではありますが、ＪＦＣＣの発展のために全力
を尽くして参ります。よろしくお願いいたします。

　今を去る 30 年以上前のことになりますが、新米だった私は当時の通商産業省の中で長期の経済ビジョンを策定
する部署に在籍し、我が国経済が今後一層発展していくための中長期戦略を練る業務に携わっておりました。その際、

「我が国経済発展の中心的な役割を担っていくのは技術開発であることは論を俟たないが、そのなかでも特に大きく
成長が期待される分野として、「バイオ」、「エレクトロニクス」、「新材料」が挙げられる」という趣旨の議論が省内
各所で飛び交っていたことをよく覚えています。（「新材料」として当時念頭に置かれていたものの筆頭格が「ファ
インセラミックス」でありました。）策定されたビジョンの中にも、そういった分野における技術開発に官民を挙げ
て取り組んでいくべきことが大きな柱として盛り込まれました。

　この時期はまさにＪＦＣＣの設立が検討されていた時期と符合します。ファインセラミックスをはじめとする新
材料関係技術の発展が我が国の中長期的経済成長戦略の中で重要であるとの認識の下、その研究開発の中核を担う
機関として大いなる期待を持って官民を挙げて設立されたのがＪＦＣＣでありました。爾来、当センターは、我が
国経済を巡る内外の環境がめまぐるしく変化する中で、30 年近くの長きにわたり先端的研究開発、試験評価等の活
動を継続しており、材料の分野で我が国が世界でもトップレベルの技術水準を維持することに一定の役割を果たし
てきたと認識しております。

　今後、少子高齢化社会の進行、エネルギー・環境問題への対応、新興国との競争の激化等、我が国経済社会を取
り巻く状況は大変厳しいものが予想されます。我が国がこれら諸課題を克服し、活力を持ち続けていくためには、
従前にも増して革新的技術開発によって世界をリードしていく必要があります。ＪＦＣＣも、これまで培った材料
開発・評価解析の分野での高い技術力と世界最高レベルの電子顕微鏡等の設備を活用し、当該分野における最先端
の研究開発・試験評価機関として産業発展の一翼を担うべく、職員一丸となって一層努力して参りたいと思います。
関係の皆様方の引き続きの御支援、御鞭撻をよろしくお願い申し上げます。

就任御挨拶
一般財団法人ファインセラミックスセンター

専務理事　吉田盛厚
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研究企画部
長島　真也
　2013 年４月１日付けで、トヨタ自動車株式会社から出向してまいりました長島真也と申します。
　学生時代は走査トンネル顕微鏡を用いた炭素材料の研究を、トヨタ自動車に入社後は電子顕微鏡
を用いた磁石、電池等の自動車用材料の解析業務を行ってまいりました。
　JFCC では現在、環境制御透過型電子顕微鏡による燃料電池用触媒の研究に従事しております。世
界のトップでご活躍されている研究者の皆様とご一緒させていただき、最先端の装置を用いて研究
を行う機会を与えていただいたことに大変感謝しております。
　こちらでは、電子顕微鏡や材料解析の知識を深め、自身の技術力を向上できるよう努力したいと
考えております。
　勉強不足のため、皆様にご迷惑をお掛けすることも多々あるかと思いますが、今後ともご指導、
ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

材料技術研究所　材料評価・試作グループ
上出　龍星
　2014 年４月１日付けで材料技術研究所、材料評価・試作グループに採用されました上出龍星と申
します。現在は加工業務を通し、先輩方のご指導の元で勉強させて頂いております。
　私は３月まで愛知県立名南工業高等学校・機械科に通い、金属の加工や特性、性質等について主
に勉強し、他にも機械を動かすためのプログラムや材料の試験方法等も勉強してきました。JFCC で
はセラミックスを主に扱うと聞き、金属のことばかり学んできた私は初め戸惑いがありましたが、
研修期間を通して上司の方々や先輩方から簡単ではありますがセラミックスの製造プロセスから加
工、試験方法等様々なことを学ぶことができました。そのおかげもあり、今では戸惑いがなくなり
ましたがまだまだ学ぶことは多いので、少しでもセラミックスについて知識を付けていこうと考え
ております。
　特に現在行っている加工は研究や試験評価に大きく影響してくる工程だと思いますので、知識だ
けでなく技術面でも精度に気をつけて少しでもみなさんのお力になれるよう、また安心して仕事を
任せていただけるように努めてまいりたいと考えております。
　これからご迷惑をおかけすることも多々あるかと思いますが、精一杯頑張っていきますのでご指
導ご鞭撻のほど宜しくお願い致します。

材料技術研究所　材料プロセスグループ
末廣　智
　2014 年 4 月 1 日付けで採用されました末廣智と申します。修士課程では、放射光を用いた遷移
金属酸化物における電子状態の研究を行い、博士課程では、半導体ナノ粒子の合成とそれを用い
た太陽電池への応用について研究しておりました。2014 年 3 月に博士号を取得しました。現在、
JFCC ではセラミックスナノ粒子の合成を中心に業務を行っております。
　JFCC では、業務以外にもソフトボールや BBQ そして、飲み会などのイベントがあり、すぐに馴
染むことができました。入所して早くも数ヶ月過ぎようとしていますが、公私ともに毎日充実した
日々を過ごせています。
　まだ研究者として未熟者ではございますが、JFCC に貢献できるよう一生懸命がんばりますので、
ご指導、ご鞭撻のほどよろしくお願いします。

材料技術研究所　材料評価・試作グループ
八木　和希
　2014 年４月１日付けで材料技術研究所・材料試作・評価グループに採用されました八木和希と申
します。現在は同グループの加工に所属し、先輩方のご指導の元で勉強させて頂いております。
　私は３月まで愛知県立名南工業高等学校・情報技術科に通っていました。JFCC で扱っているファ
インセラミックスなどに縁がなく基本的な加工方法やファインセラミックスという物自体どういう
物か分からなかったです。ですから、本当に基本的なところから勉強させていただいております。
最初の頃は始めて聞く用語や始めて見る装置で説明をされても覚えることが多く何回か聞き返しを
しながらでしたが、最近では少しですが慣れ始めてきました。
　加工は所内の研究をサポートする裏方や外部からの依頼をこなす仕事だと思っています。お願い
された試料で、正しい寸法・形状に仕上げ期限までに依頼者に報告することによって、みなさんの
力になり仕事を確実にできるよう 1 日でも早く知識やノウハウを吸収していき、相談などにも答え
られるように頑張って努力していきたいです。
　まだ不慣れで周囲の方々には色々とご迷惑をお掛けすることもあるかと思いますが、今後もご指
導ご鞭撻のほどよろしくお願いします。
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　2014 年４月１日付けで ( 株 ) ノリタケカンパニーリミテドより出向して参りました加藤智広と申
します。学生時代は、最近話題の３D プリンターの基礎研究を、民間企業に就職後は、昨年まで技
術者として１０年近く、食器事業で培われた要素技術を展開させた、電子部品関連用途で用いられ
る電極、絶縁材料の開発・量産化を担当して参りました。具体的には PDP 部材、太陽電池部材向け
等の開発に従事して参りました。
　このたび、縁あって JFCC という世界トップレベルの設備機器と人材の揃った研究所で学ぶこと
のできる、絶好の機会を与えて頂きました。このような恵まれた環境に籍をおけることに大変感謝
しています。
　JFCC では、透過型電子顕微鏡を中心とした最先端機器の使用方法と、それを用いた高度な材料解
析手法を学ぶ予定です。少しでも皆様のお役に役に立てるよう、鋭意努力をして参りますので、ご
指導の程よろしくお願いいたします。

ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ
加藤　智広

ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ
小林　俊介
　2014 年 4 月 1 日付けでナノ構造研究所微構造・界面解析グループに配属されました小林俊介と
申します。
　学生時代にはペロブスカイト型酸化物薄膜中に形成される欠陥構造の解析、またその欠陥構造を
応用した物性制御に関する研究を行い、2014 年 3 月に博士号を取得し致しました。パルスドレーザー
体積法による薄膜作製から透過型電子顕微鏡による構造解析までを一貫して行い、その結果を物性
向上及び制御へと展開してきました。
　JFCC では現在、リチウムイオン電池材料の透過型電子顕微鏡を用いた解析を行っています。
JFCC で保有する世界トップレベルの装置を用いた研究ができること、また幅広い知識を有し、観察
および解析技術の高い研究者の中で研究に従事する機会を与えて頂いたことを非常に嬉しく感じて
います。今後、JFCC において良い成果が出せるよう、研究に励んでいきたいと思います。至らない
点も多くありますが、今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願いします。

　2014 年 4 月 1 日付けで日本電子 ( 株 ) から出向して参りました大石修と申します。大学院修了
後は岡崎の独立行政法人分子科学研究所に入所し、文部科学省の国家プロジェクトの立ち上がりか
ら 2007 年までの間は透過電子顕微鏡の受託業務の実務全般を担当しました。その後、2008 年に日
本電子データムに入社し、透過電子顕微鏡の技術対応部署にてエンジニア教育、客先トラブル対応、
周辺機器の技術対応等を行って来ました。新機種 JEM-2800 の開発では納入から保守を担当しまし
たが、開発販売時期が重なった JEM-ARM200F 系を除けば、JEM-2010 以降の全ての日本電子製透
過電子顕微鏡に対しては納入から修理、客先講習までの対応業務を行った事になります。
　JFCC には主にモノクロメータの習得と有効利用を目的として参りました。JFCC に納入された
JEM-2400FCS はモノクロメータ搭載の収差補正機として世界初の装置であり、この特性を生かし
た利用法を発展させる研究に携わることになっているので、今後ご指導ご鞭撻の程よろしくお願い
いたします。

ナノ構造研究所　微構造・界面解析グループ
大石　修

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
川﨑　忠寛
　2013 年 4 月 1 日付けでナノ構造研究所・電子線ホログラフィーグループに採用されました川﨑
忠寛と申します。
　学生時代は透過型電子顕微鏡の高分解能化技術の開発と応用、また前職の名古屋大学大学院工学
研究科では、ガス・液中その場観察用の環境電子顕微鏡の開発とその応用研究、および走査型透過
電子顕微鏡用の収差補正装置の開発などに従事しておりました。
　こちらでは、これまでの経験に加えて電子線ホログラフィーなどの技術を新たに学び、リチウム
イオン電池のその場解析に取り組んでおります。これまでは技術・装置開発寄りの研究がメインで
したが、これからは実用材料解析などの応用に軸足をおいて研究を鋭意進めて参りたいと思います。
JFCC はもちろん、社会全体に貢献できるような研究成果を出せるよう精励する所存です。
　一人の研究者としてまだまだ未熟で、皆様より多くのことを学ばせて頂きたいと考えております。
御指導御鞭撻のほど何卒宜しくお願い申し上げます。

職員紹介
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平成２６年６月１１日付
　　専務理事退任　　倉　剛進
　　専務理事就任　　吉田　盛厚

平成２６年６月３０日付
　出向元復帰
　　事務局　人事・調達グループ長（課長）		  垂見　敏男　（中部電力（株））

平成２６年７月１日付
　出向受入
　　事務局　人事・調達グループ長（課長）		  小西　彰　（中部電力（株））

人の動き

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 39 回 学術写真賞 最優秀賞
　　受賞日　　　平成２６年３月７日　
　　受賞者　　　山本　和生
　　　　　　　　佐藤　岳志 （JFCC 出向時の業績、
　　　　　　　　　　　　　　現 （株）日立ハイテクノロジーズ）
　　　　　　　　木村　勇気 （東北大学）
　　受賞題目　　隕石内部の SEM，Holography 観察からわかる
　　　　　　　　太陽系形成期の「水」の痕跡

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 39 回 学術写真賞 優秀賞
　　受賞日　　　平成２６年３月７日
　　受賞者　　　吉田　要、佐々木　優吉、幾原　裕美
　　　　　　　　豊浦　和明 （名古屋大学）
　　　　　　　　松永　克志 （JFCC 客員研究員／名古屋大学）
　　　　　　　　中平　敦 （大阪府立大学）
　　　　　　　　倉田　博基 （京都大学）
　　受賞題目　　NaA 型ゼオライト内に吸着した Cs+ の直接観察

○公益社団法人日本材料学会
　平成 25 年度 日本材料学会支部功労賞
　　受賞日　　　平成２６年５月１７日
　　受賞者　　　北岡　諭
　　受賞理由　　材料学の進歩発展に寄与し ､ 本会支部の運営に
　　　　　　　　多大な貢献をしたため

表　彰
○一般社団法人粉体粉末冶金協会
　論文賞
　　受賞日　　　平成２６年６月３日　　
　　受賞者　　　松田　哲志
　　　　　　　　松原　秀彰 （JFCC 在籍時の業績、
　　　　　　　　　　　　　　現 JFCC 客員主管研究員／東北大学）
　　受賞題目　　回転式管状炉を用いた（Ti，Mo）（C，N）粉末の
　　　　　　　　合成

○公益社団法人日本セラミックス協会
　第 10 回（平成 25 年度）　協会活動有功賞
　　受賞日　　　平成２６年６月６日
　　受賞者　　　鈴木　佐知子
　　受賞題目　　化学分析方法規格作成と標準物質作製による標準
　　　　　　　　化事業への貢献

○ The World Academy of Ceramics Academician
　　受賞日　　　平成２６年６月９日　　
　　受賞者　　　高田　雅介
　　受賞理由　　継続的なセラミックス・材料科学や
　　　　　　　　The World Academy of Ceramics への顕著な貢献

　第一線でご活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演していただきます。多数の皆様がご参加下さいますようご
案内申し上げます。参加申し込みの受付は９月よりＪＦＣＣホームページで行います。

日時：２０１４年１０月１０日（金）１３：００〜１７：０５（ウインクあいち）

ファインセラミックスシンポジウム２０１４開催のご案内
〜輸送機器の省エネと CO2 削減に貢献する先端セラミックス技術〜

革新的新構造材料の開発動向と将来展望

事業案内

の動きJFCC


